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　　対流圏下部のエアロゾル粒子1個1個の物質組

　　成に関するX線分析法による研究

　　　　　　　　　　　　　　　石坂隆・礒野謙治

　　　　　　　　　　　（名古屋大学水圏科学研究所）

　大気中のエアロゾル粒子を日本の3地点：都市（名古

屋），山岳（乗鞍岳）と海洋（南西諸島海域）上空3．O

kmまでの高度でインパクターを用いて採集した．そし

て直径0．5μm以上のエアロゾル粒子1個1個をX線マ

イク・アナライザーで分析した．エア・ゾル粒子中の硅

素，ナトリウムと硫黄の元素組成として次の結果が得ら

れた：（1）名古屋近辺上空では，エアロゾルが混合層の

中でも，またその上空においてもしばしば硅素あるいは

硫黄を多量に含む粒子から成っていた．（2）乗鞍岳の山

頂では，日昼の対流活動の活発な時にはエアロゾルが硫

黄を多量に含む粒子から成るのに対し，夜間の大気の沈

降時には硅素及び硫黄を高い濃度割合で含み，ナトリウ

ムを僅かしか含まない粒子から成っていた．（3）南西諸

島海域では，高度の違いで組成の異なる2種類のエアロ

ゾルに大別できた：海面上2km程度の海洋大気中では
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エアロゾルが主に海水の組成に類似の組成を持っ粒子か

ら成っているのに対し，その上空では海水の組成に比べ

て硅素及び硫黄を高い濃度割合で含む粒子から成ってい

た．これらの硅素，ナトリウムと硫黄の元素組成から粒

子中の硅酸塩，海塩と硫酸塩成分の相対含有割合を見積

った．これらの解析によって，硅酸塩と硫酸塩成分を高

い濃度割合で含み，海塩を微量しか含まない直径0・5μm

以上の混合粒子が本州から沖縄に至る日本上空の自由大

気中に広く分布することが示唆された．

　　定量化されたレーダ資料を用いた台風の降雨帯

　　の研究

　　　　　　　　　　　　　　古川武彦（気象研究所）

　台風7617号に対するPPIレーダエコーを，室戸岬を

中心とした400×400kmの領域にわたり10km格子内に占

めるエコー面積（％）という形に定量化した．土佐湾か

ら四国に伸びる平均レーダ降雨帯およびエコー面積の時

系列における変動性を，雨量計による雨降量と関連させ

て論じた．

　顕著な降雨帯は平均状態では2，3個の狭いバソドに

、天気”27．8．
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集中しており，それらは台風に伴う卓越風向に殆んど平

行に走っている．主たるバンドはその強さ及び東西幅を

増しながら，洋上から四国内陸に向って直角に伸びてい

る．平均レーダ降雨帯内のエコー面積の時系列の中に，

ある斉一な大きさを持つパリアンスおよび約1時間の卓

越周期が見出された．時間一空間の2次元スペクトル解

析およびレーダエコーの解析によると，平均降雨帯は，

その卓越周期を持つ対流性降雨群より構成されており，

対流性降雨群は約20m／secで北に移動し，約50～100

km南北方向にお互いに離れていると考えられる．

　　観測された晴天積雲の数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今　　久

　　　　　　　　（北海道大学理学部地球物理学教室）

　ネテレオ写真法によって観測された晴天積雲を軸対称

数値モデルにより，観測された気層を初期状態に用いて

再現した．

　その結果，一般風の速さとシヤーが弱い場合，計算に

より再現された積雲の雲底，雲頂，雲の水平的大きさの

時間変化及び寿命は観測結果と良く一致することが示さ

れた．一般風の速さとシヤーが強い場合には，計算され

た積雲の寿命は観測されたそれの2倍以上に増加した．
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